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研究内容及び成果の概要

【背景】

記号によって表現し，記号を用いて考えることは数学の本性の一つである．それゆえ，数学の記号を用いて思考す

る方法，いわゆる代数的思考の方法を学習者が身につける学習指導の必要性が指摘されている．

【研究の目的と方法】

本研究の目的は，学習者の文字の理解を促進し，学習者が文字を用いて思考するタスクをデザインすることである

．この目的を達成するために，本研究ではSwan（2014）によるタスクデザインの枠組みを用いて，具体的なタスク

の一例を提案した．

【成果の概要：作成したタスク】

本研究でデザインしたタスク（図1）は，文字nの値によって底辺と高さの変わる長方形を題材としたものである．

この長方形は，GeoGebra上で入力される文字nの値に応じて，横の長さn，縦の長さ4𝑛 + 2となる．本タスクにおい

て学習者は，文字nの値によって変わる長方形の「横の長さ」「縦の長さ」「周の長さ」に着目しながらそれぞれの

長さの関係を調べ，その関係を式に表したり，長方形の大きさを変えたりする．その考察の中で学習者は適宜，

GeoGebraを活用する．（この内容については，日本数学教育学会第53回秋期研究大会で学会発表を行った．）

このタスクを解決した後に，学習者が自分でタスクの条件を変更し，新しい問題を設定するような活動を取り入れ

た授業を構想する方法についても考察を進めている．（この内容については，日本科学教育学会第5回研究会で学会

発表を行った．）

         図1：文字の値によって変化する長方形のタスク
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教育現場で活用可能な分野・教材等

 作成したタスクと学習指導のアイデアは，数学科授業において活用可能である．以下を参照ください．

1.「文字に対する学習者の理解を促進するタスクデザイン」，日本数学教育学会第53回秋期研究大会，共同．

2.「S. I. ブラウンとM. I. ワルターにみる数学的問題設定の意味：証明を活用した問題分析に焦点を当てて」，

日本科学教育学会 2020年度第5回研究会，共同．
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右の長方形は，文字𝑛の値によって底辺と高さが変化します．示している長方形は，

𝑛 = 2 のときの形です．

１．𝑛 = 3にすると高さはいくつになるでしょうか．予想し，そう予想した理由を説明

しましょう．

２．文字 𝑛の値によって，高さはどのように変化するでしょうか．

３．周の長さが2のときは，どのような長方形になるでしょうか．

４．文字 𝑛の値を大きくすると，どのような長方形になるでしょうか．


